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■十文字交差点から高速ICへのアクセス時間比較

 

＜比較条件＞

 

①荒川道路：十文字～荒川胎内IC～中条ＩＣ≒12分

②国道７号：十文字～中条IC≒17分

■震災後の国道113号（上関）の交通量

・東日本大震災により、北陸および西日本から山形・宮城方面への救援車両が国道１１３号を利用。

・荒川道路の整備によりルートが多重化され、日本海東北自動道（日東道）へのアクセスが改善され

 
ていたことで、救援活動や避難活動の円滑化に大きく貢献。

・被災地から一時避難や生活物資購入に訪れた方々の利便性向上にも寄与。

当該箇所

(位置図)

荒川道路
L = 3,600ｍ

＜震災後の国道113号の状況＞

荒川道路（荒川胎内IC付近）

至 十文字交差点→

東日本大震災時において、被災地を結ぶ救援ルートとして機能

至

 

聖籠新発田IC

十文字交差点から山形県境方向

 

［H23.3.17］ 道の駅関川に停車する救援車輌

 

［H23.3.17］

（百台／日）

※倍数は対前週

中条ＩＣまで

約17分

中条ＩＣまで

約12分

荒川道路の整備により、

 

中条ＩＣまで

約５分短縮

磐越道（福島県区間）、東北道、

 

山形道等の高速道路は、

 

3月11日～24日まで（13日間）
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■被災地方向への増加交通量の分担状況

被災地と新潟市間で約4,000台増。このうち

 

５割を荒川道路～日東道ルートが担っている。

〈新潟市方向〉

（荒川道路）

日東道
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※日平均増加交通量（台）
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震災後（H23.3.14～3.20）

 

－震災前（H23.2.28～3.6）

⑧防災・維持管理⑧防災・維持管理 新潟県新潟県 一般国道113号

 

荒川道路一般国道113号

 

荒川道路 平成21年3月13日

 

開通平成21年3月13日

 

開通
アラ

 

カワ

約1,900台増約2,100台増
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